

























































































































































National Institute for Educational Policy Research
　３ページの授業事例は，大分県津久見市立第一中学校のものです。
　津久見一中で全校共通のキャッチフレーズになっているのが「日本一熱
く，絆強き学校」です。それが，教師との対話的な関わりによって，生徒の中
に根付いていることが記録（３ページ授業事例 展開にある右側 中1の記
述）を見ると分かります。
　３ページの授業の中では，小学校６年時に書いた「自分を知ろうカード」
を中学校の担任が読み込んでいたことを知った生徒たちは安心感に包ま
れました。共感的な雰囲気の中での話合い活動，意思決定が行われていき
ました。
　多くの学校では，学級・ホームルーム活動で児童生徒が一年間の生活や学校行事の目標を立てたり，それらを振り
返ったりする活動を大事にしているはずです。また，そういった活動で児童生徒によって記録されたワークシートや作
文も丁寧に掲示されたり，蓄積されたりしているのではないでしょうか。
　しかし，その蓄積と振り返りが学年や校種を越えて行われている例は必ずしも多くないようです。児童生徒の学びは
連なっているのに，学年や校種の垣根で隔てられているのかもしれません。
　２～３ページの事例は一枚の「自分を知ろうカード」を使って，校種を越えた「自己理解」につないでいるのです。
　この生徒は，例えば「いろんな人の相談を聞ける」「みんなを本気にさせる」という役割を果たせるようになった
自分に気が付きました。
「キャリア」とは，人が生涯の中で様々な役割を果たす過程で自らの役割の価値や自分と役割との関係を見いだして
いく連なりや積み重ねと定義（2011，2012文部科学省「キャリア教育の手引き」）されています。
　正にこの授業で，生徒は自分の役割の変化やその過程を自覚したと言えるのではないでしょうか。
　３ページの事例では，小学校６年で書いた「自分を知ろう
カード」と一年後の中学校１年で書いた「自分を知ろうカード」
を比較して見ることにより，この一年間で成長したことを生徒
は右の記述のように実感しています。
自分を知ろうカード」を活用して
校種を越えた「自己理解」につなぐ
これって、キャリア教育なの？
